
一
三
九

駒
澤
短
期
大
學
佛

論
集
第
十
一
號
　
二
〇
〇
五
年
十
月

　
　
　（
一
）

　
隋
代
を
代
表
す
る
仏
教
者
で
あ
る
智
（
五
三
八
―
五
九
七
）
と
吉
蔵
（
五
四

九
―
六
二
三
）
に
は
、
次
の
六
つ
の
経
典
に
対
す
る
共
通
し
た
註
疏
が
あ
る
。
い

ま
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①
維
摩
経
　
②
法
華
経
　
③
金
光
明
経
　
④
金
剛
般
若
経

⑤
仁
王
般
若
経
　
⑥
観
無
量
寿
経

      

　
　
智
　              

　    

　
吉
　
蔵

①
維
摩
経
玄
疏
六
巻

①  

浄
名
玄
論
八
巻

維
摩
経
文
疏
二
十
八
巻

維
摩
経
遊
意
一
巻

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維
摩
経
義
疏
六
巻

維
摩
経
略
疏
六
巻

②
法
華
玄
義
十
巻

②
法
華
玄
論
十
巻

法
華
文
句
十
巻

法
華
義
疏
十
二
巻

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
華
遊
意
一
巻
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
華
統
略
六
巻

③ 

金
光
明
経
玄
義
一
巻

③  

金
光
明
経
疏
一
巻

　 

金
光
明
経
文
句
三
巻

④ 

金
剛
般
若
経
疏
一
巻          

④ 

金
剛
般
若
疏
四
巻

⑤ 

仁
王
般
若
経
疏
一
巻          

⑤ 

仁
王
般
若
経
疏
六
巻

⑥ 

観
無
量
寿
経
疏
一
巻          

⑥ 

観
無
量
寿
経
義
疏
一
巻

　
こ
の
中
、
天
台
三
大
部
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
法
華
文
句
』
に
つ
い
て
平
井
俊

榮
博
士
が
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究

(

1 )

』（
春
秋
社
）
を
著
わ
さ
れ
、
こ

の
書
が
大
幅
に
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
や
『
法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
細
か
な
本
文
対
照
に
よ
っ
て
文
献
学
的
に
厳
密
に
論
証
さ
れ
た

の
は
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
今

年
（
二
〇
〇
五
年
）
で
ち
ょ
う
ど
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。
個

人
的
な
想
い
を
語
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
同
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
私
が
大
学

院
博
士
課
程
一
年
在
籍
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
書
刊
行
二
十
年
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
こ
の
間
の
私
自
身
の
、
そ
し
て
ま
た
わ
が
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
い
い
よ
う
の
な
い
感
慨
を
覚
え
て
い
る
。

　
本
稿
は
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
刊
行
二
十
年
に
因
み
、
平
井

博
士
が
提
起
さ
れ
た
「
天
台
と
三
論
の
交
渉
」
に
関
す
る
そ
の
後
の
研
究
動
向

を
私
な
り
に
ま
と
め
て
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
先
行
業
績
・
関

研
究
動
向天

台
と
三
論
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一
四
〇

天
台
と
三
論
（
奥
野
）

連
論
文
の
見
落
と
し
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
記
し
て
予
め
ご
寛
恕
を
乞
い

た
い
。

　
　
　（
二
）

　
さ
て
、
横
超
慧
日
博
士
は
論
文
「
慧
遠
と
吉
蔵

(

2 )

」
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
南

北
朝
時
代
末
期
の
仏
教
学
界
は
、
智

・
信
行
・
慧
遠
・
吉
蔵
の
四
人
を
も
っ
て

代
表
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。

こ
の
中
で
、
智
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
は
解
行
の
両
面
に
比
類
な
き
新
生

面
を
開
き
、
信
行
（
五
四
〇
〜
五
九
四
）
は
時
機
相
応
の
教
法
を
鼓
吹
し

て
一
世
を
動
か
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
智

と
信
行
に
は
、
当
時
の
仏

教
界
に
対
し
て
鋭
い
批
判
が
あ
り
、
そ
の
信
念
は
学
解
に
偏
し
た
り
儀
礼

に
終
始
す
る
世
間
一
般
の
傾
向
に
対
し
て
革
命
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
慧
遠
（
五
二
三
〜
五
九
二
）
や
吉
蔵
（
五
四
九

〜
六
二
三
）
に
は
、
な
お
時
流
に
順
応
と
ま
で
は
い
え
ぬ
に
し
て
も
か
な

り
妥
協
的
な
も
の
が
そ
の
学
風
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

3 )

。

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
横
超
博
士
は
智

と
吉
蔵
の
特
徴
を
「
革
命
的
」
と
「
妥

協
的
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
捉
え
、
両
者
を
対
照
的
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
平
井
博
士
は
こ
の
横
超
博
士
の
言
に
従
え
ば
本
来
対
蹠
的
立
場
に
あ
る

は
ず
の
智

と
吉
蔵
に
は
、
こ
と
経
典
註
疏
の
撰
述
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と

本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
多
く
の
共
通
性
が
看
取
さ
れ
る
と
し

(

4 )

、
佐
藤
哲

英
博
士
の
智

の
著
作
に
対
す
る
文
献
学
的
研
究

(

5 )

を
指
標
と
し
つ
つ
、
昭
和
五

十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
度
文
部
省
補
助
金
（
一
般
研
究
Ｃ
）
の
交
付
を
受
け

て
「
吉
蔵
と
智

―
三
論
・
天
台
比
較
思
想
論
的
研
究
―
」
と
題
し
て
両
者
の

本
格
的
比
較
研
究
に
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
『
法
華

文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
刊
行
の
端
緒
に
な
っ
た
こ
と
を
同
書
「
は
し
が

き
」
は
伝
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
井
博
士
は
同
所
に
お
い
て
本
書
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
見
解
を

次
の
よ
う
に
披
瀝
し
て
い
る
。

智

と
吉
蔵
に
共
通
す
る
現
存
六
部
の
経
典
註
疏
の
本
文
を
比
較
対
照
し

た
結
果
、
現
存
す
る
智

と
吉
蔵
に
共
通
す
る
経
典
註
疏
間
の
相
互
の
依

用
関
係
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
吉
蔵
疏
か
ら
智

疏
へ
と
い
う
参
照
依

用
の
跡
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
そ
の
逆
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
智

撰
と
伝
え
ら
れ
る
現
存
註
疏
の
多
く

が
、
智

の
撰
述
で
あ
り
得
な
い
の
は
勿
論
、
そ
の
講
説
を
門
人
が
筆
録

し
た
も
の
と
い
う
の
も
多
分
に
疑
わ
し
く
、
む
し
ろ
灌
頂
そ
の
他
の
門
人

に
よ
っ
て
、
吉
蔵
疏
の
成
立
以
降
に
、
こ
れ
を
参
照
し
依
用
し
て
書
か
れ

た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
そ
の
題
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
智

と
吉
蔵
に
共
通
す
る
経
典

註
疏
の
中
、
そ
の
依
用
関
係
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
『
法
華
文
句
』
を
中
心

に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
私
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
以
外
の
註
疏
に
つ
い
て
は

(

6 )『
法

華
文
句
』
の
事
例
か
ら
帰
納
的
に
考
え
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
い
得

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
唆
的
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
井
博
士
が
本
書
の
端
緒
と
な
る
比
較
研
究
に
着
手
さ
れ
た
の

と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
本
学
で
は
池
田
魯
参
教
授
に
よ
っ
て
章
安
灌
頂
（
五
六
一
―

六
三
二
）
の
撰
述
に
な
る
『
国
清
百
録
』
の
自
主
ゼ
ミ
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と

い
う

(

7 )
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
自
主

ゼ
ミ
の
成
果
は
、
の
ち
に
池
田
教
授
の
手
に
よ
っ
て
『
国
清
百
録
の
研
究
』（
大

蔵
出
版
、
一
九
八
二
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ほ
ぼ
同
時



一
四
一

天
台
と
三
論
（
奥
野
）

期
に
期
せ
ず
し
て
両
者
に
よ
っ
て
別
個
に
な
さ
れ
て
い
た
研
究
は
互
い
に
互
い

を
求
め
会
う
か
の
よ
う
に
以
後
大
き
な
接
点
を
も
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
な

ぜ
な
ら
、
周
知
の
よ
う
に
『
国
清
百
録
』
こ
そ
は
智

と
吉
蔵
の
文
献
交
渉
・
思

想
交
流
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
資
料
に
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　（
三
）

　
大
業
三
年
（
六
〇
七
年
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
国
清
百
録
』
巻
第
四
に

は
、
吉
蔵
か
ら
智

へ
送
っ
た
と
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
書
簡
四
通
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

A
吉
蔵
法
師
書
第
一
百
二
。
凡
三
書
。

ア  

吉
蔵
啓
景
。
上
至
奉
旨
伏
慰
下
情
。
薄
熱
不
審
尊
体
何
如
。
願
信
後
寝

膳
勝
常
。
誨
授
無
乃
上
損
衆
拝
観
。
未
即
伏
増
恋
結
願
珍
重
。
今
遣
智
照

還
啓
。
不
宣
謹
啓
。

イ  

吉
蔵
啓
景
。
上
至
奉
師
慈
旨
不
勝
踊
躍
。
久
願
伏
膺
甘
露
頂
戴
法
橋
。

吉
蔵
自
顧
慵
訥
不
堪
指
授
。
但
仏
日
将
沈
群
生
眼
滅
。
若
非
大
師
弘
忍
何

以
剋
興
。
伏
願
広
布
慈
雲
啓
発
蒙
滞
。
吉
蔵
謹
当
竭
愚
奉
禀
誨
誘
。
窮
此

形
命
遠
至
来
劫
。
伏
願
大
師
密
垂
加
授
。
夏
亦
竟
即
馳
観
。
今
行
遣
智
照

諮
問
。
謹
啓
。

ウ  

吉
蔵
啓
景
。
上
未
至
数
日
之
間
便
爾
感
夢
。又
景
上
至
已
後
仍
復
得
夢

一
二
智
照
口
述
。
景
上
尋
帰
。
亦
因
委
諮
謹
啓
。（
大
正
蔵
四
六
・
八
二
一

下
）

B
吉
蔵
法
師
請
講
法
華
経
疏
第
一
百
三
。

エ  

呉
州
。
会
稽
県
嘉
祥
寺
吉
蔵
稽
首
和
南
。
伏
聞
山
号
崔
嵬
。
道
安
登
而

説
法
。
峰
名
匡
岫
慧
遠
棲
以
安
禅
若
茲
嶺
宏
麗
接
漢
連
霞
。
濬
壑
飛
流
衝

天
潅
日
。
赤
城
丹
水
仙
宅

区
。
仏
隴
香

聖
果
福
地
。
復
経
擅
美
孫
賦

称
奇
。
智
者
棲
憑
二
十
餘
載
。
禅
慧
門
徒
化
流
遐
邇
。
昔
同
寿
英
彦
纔
解

通
経
法
。
浄
俊
神
正
伝
禅
業
。
若
非
道
参
窮
学
徳

補
処
。
豈
能
経
論
洞

明
定
慧
兼
照
。
至
如
周
旦
没
。
後
孔
丘
命
世
。
馬
鳴
化
終
龍
樹
継
後
。
如

内
外
不
墜
信
在
人
弘
。
光
顕
大
乗
開
発
秘
教
。
千
年
之
与
五
百
実
復
在
於

今
日
。
南
嶽
叡
聖
天
台
明
哲
。
昔
三
業
住
持
。
今
二
尊
紹
係
。
豈
止
灑
甘

露
於
震
旦
。
亦
当
振
法
鼓
於
天
竺
。
生
知
妙
悟
。
魏
晋
以
来
典
籍
風
謠
。
実

無
連
類
。
釈
迦
教
主
童
英
発
疑
。
盧
舍
法
王
善
財
訪
道
。
敢
縁
前
迹
諦
想

崇
誠
。
謹
共
禅
衆
一
百
餘
僧
。
奉
請
智
者
大
師
演
暢
法
華
一
部
。
此
典
衆

聖
之
喉
襟
。
諸
経
之
関
鍵
。
伏
願
開
仏
知
見
耀
此
重
昏
。
示
真
実
道
朗
茲

玄
夜
。
庶
以
三
千
国
土
来
禀
未
聞
。
百
劫
後
生
奉
遵
大
義
。
築
場
戒
節
析

木
将
臨
。
搖
落
山
荘
玄
黄
均
野
。
桂
厳
玉
蘂
菊
岸
華
栄
。
弥
切
声
聞
之
心
。

頗
傷
縁
覚
之
抱
。
吉
蔵
仰
謝
前
達
。
俯
愧
詢
求
。
兢
懼
唯
深
。
但
増
戦
悚
。

謹
請
。
開
皇
十
七
年
（
五
九
七
年
）
八
月
二
十
一
日
。（
同
前
・
八
二
二
上

―
八
二
二
中
）

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
は
こ
の
『
国
清
百
録
』
の
記
述
を
も
っ
て
、
智

と
吉
蔵
の
交
流
を
考
え
る
一
次
資
料
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
平
井
博
士

は
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
に
先
立
つ
「
吉
蔵
と
智

―
経
典
註

疏
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―

(

8 )

」
な
る
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
『
百
録
』
の
記
述
の
歴

史
的
信
憑
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。

　
博
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
四
通
の
手
紙
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る

が
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
博
士
の
い

わ
れ
る
と
こ
ろ
を
聞
い
て
み
よ
う

(

9 )（
以
下
の
引
用
文
中
の
記
号 

ア  

　
エ  

お

よ
び
傍
線
は
奥
野
に
よ
る
補
い
＝
以
下
同
じ
）。

①
吉
蔵
は
つ
と
に
智

の
病
気
を
知
っ
て
、
健
康
を
気
遣
い
、
見
舞
い
を

し
て
い
る
。（
第
一
書
＝
ア  

）

〜
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②
吉
蔵
は
衆
に
随
っ
て
智

に
見
え
た
こ
と
は
あ
る
が
、
ま
だ
身
近
に
接

し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
同
＝
第
一
書
＝
ア  

）

③
そ
こ
で
、ぜ
ひ
教
え
を
受
け
た
い
と
懇
願
し
、夏
が
終
っ
た
な
ら
ば
、智

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
会
い
た
い
と
い
っ
た
。（
第
二
書
＝
イ  

）

④
智

の
使
い
が
来
る
前
後
に
、
し
き
り
に
（
智

の
）
夢
を
見
、
こ
の

こ
と
を
使
い
の
者
に
も
伝
え
た
。（
第
三
書
＝
ウ  

）

⑤
禅
衆
一
百
余
僧
と
と
も
に
、
智

を
招
じ
て
『
法
華
経
』
の
講
説
を
請

う
た
。
そ
れ
は
智

示
寂
の
三
ヵ
月
前
で
あ
る
。（
第
四
書
＝
エ  

）

こ
の
四
通
の
手
紙
は
、
⑤
の
吉
蔵
が
智

に
法
華
の
講
義
を
請
う
た
と
い

う
、
こ
の
一
点
を
強
調
し
紹
介
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
下
に
編
集
さ
れ
た

と
す
る
と
、
き
わ
め
て
首
尾
一
貫
し
て
い
る
（
結
局
は
、
智

の
『
維
摩

経
疏
』
の
執
筆
と
病
気
の
た
め
に
、
こ
の
件
は
果
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い

う
の
が
伝
説
で
あ
る
）。
し
か
し
、
虚
心
に
見
れ
ば
、
こ
の
四
通
の
手
紙
に

は
明
ら
か
な
矛
盾
が
指
摘
で
き
る
。
智
　
の
病
気
を
以
前
か
ら
気
遣
っ
て

い
た
吉
蔵
が
、
示
寂
の
わ
ず
か
三
ヵ
月
前
に
、
法
華
の
講
説
の
た
め
に
智

　
を
招
請
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
第
四
書
に
は
、
智
　
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
一
言
半
句
も
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　「
示
寂
の
わ
ず
か
三
ヵ
月
前
に
法
華
の
講
説
の
た
め
に
智

を
招
請
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
か
」
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
こ
れ

は
主
観
の
判
断
に
も
と
づ
く
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
正
直
の
と
こ
ろ
こ
れ
だ
け
の

記
述
か
ら
で
は
そ
の
内
容
の
歴
史
的
信
憑
性
を
疑
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
『
百
録
』
の
記
事
と
『
続
高
僧
伝
』「
灌
頂
伝
」
に
伝
え
る

関
連
す
る
記
事
を
照
合
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
博
士
の
言
は
俄
然
説
得
力

を
も
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
博
士
は
「
灌
頂
伝
」
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
い

(
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わ
れ
る
の
で
あ
る
。

C
道
宣
『
続
高
僧
伝
』
巻
第
十
九
「
灌
頂
伝
」
開
皇
十
一
年
。
晋
王
作
鎮
揚

州
。
陪
従
智
者
戻
止
刊
溝
。
居
禅
衆
寺
。
為
法
上
将
。
日
討
幽
求
。
俄
随

智
者
。
東
旋
止
于
台
嶽
。
晩
出
称
心
精
舍
開
講
法
華
。
跨
朗
篭
基
超
於
雲

印
。
方
集
奔
随
負
篋
屯
涌
。
有
吉
蔵
法
師
。
興
皇
入
室
。
嘉
祥
結
肆
独
擅

浙
東
。
聞
称
心
道
勝
意
之
未
許
。
求
借
義
記
尋
閲
浅
深
。
乃
知
体
解
心
酔

有
所
従
矣
。
因
廃
講
散
衆
投
足
天
台
餐
禀
法
華
発
誓
弘
演
。
至
十
七
年
智

者
現
疾
。
瞻
侍
暁
夕
艱
劬
尽
心
。
爰
及
滅
度
親
承
遺
旨
。
乃
奉
留
書
并
諸

信
物
。
衰
泣
跪
授
。（
大
正
蔵
五
〇
・
五
四
八
中
）

    

『
国
清
百
録
』
で
は
衆
に
随
っ
て
拝
観
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
身
近
に
接

し
た
こ
と
は
な
い
と
見
舞
い
の
辞
を
述
べ
（
第
一
書
＝
ア 
）、
教
え
を
懇

願
し
た
手
紙
で
も
、
夏
が
終
わ
っ
た
ら
馳
せ
参
じ
て
お
会
い
し
た
い
と

い
っ
て
い
た
（
第
二
書
＝
イ  

）
吉
蔵
が
、
こ
こ
で
は
、
智

の
侍
者
で
あ

る
灌
頂
か
ら
す
で
に
『
義
記
』（
法
華
疏
で
あ
ろ
う
）
を
求
借
し
、
深
く
悟

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
自
ら
の
講
説
を
廃
し
、
大
衆
も
散
会
し
て
天
台
に
投

じ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
講
を
廃
し
、
衆
を
散
じ
て
」
智

が
病

気
に
な
っ
て
か
ら
は
「
暁
夕
に
瞻
侍
」
し
い
る
吉
蔵
が
、
ど
う
し
て
、
禅

衆
一
百
余
僧
と
と
も
に
講
説
の
た
め
に
智

を
招
聘
（
第
四
書
＝
エ 
）
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
『
国
清
百
録
』
の
書
簡
が
真
実
な
ら
「
灌
頂
伝
」
は

虚
構
で
あ
る
し
、後
者
が
正
し
け
れ
ば
前
者
は
偽
で
あ
る
。こ
の
矛
盾
は
、

系
統
の
違
う
異
質
の
資
料
を
照
合
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
。『
国

清
百
録
』
と
、
そ
の
編
者
で
あ
る
灌
頂
そ
の
人
の
「
伝
記
」
に
伝
え
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
百
録
』
の
記
事
と
『
続
高
僧
伝
』「
灌
頂
伝
」
の
記
事
を
照
合

さ
せ
て
、
そ
の
記
述
の
不
整
合
性
を
つ
か
れ
た
の
は
ま
さ
に
平
井
博
士
の
卓
見
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智

こ
れ
に
応
ぜ
ず
、の
ち
に
幸
い
に
し
て
章
安
に
頼
り『
法
華
玄
義
』を

得
て
ひ
と
た
び
巻
を
開
く
や
た
ち
ま
ち
感
悟
し
、
そ
の
旧
疏
を
焚
焼
し
た

り
と
。
ま
た
『
統
紀
』
第
十
に
い
わ
く
、
禅
師
吉
蔵
は
金
陵
の
人
な
り
。
七

歳
興
皇
の
朗
法
師
に
よ
り
て
出
家
し
大
義
を
咨
決
す
。
の
ち
会
稽
に
遊
び

嘉
祥
寺
に
止
ま
り
、『
法
華
』
を
講
演
し
自
ら
章
疏
を
著
わ
す
。
智
者
再
び

天
台
に
帰
る
や
、
師
禅
衆
百
余
人
と
と
も
に
疏
を
奉
じ
法
華
を
講
ぜ
ん
こ

と
を
請
う
も
赴
か
ず
。章
安
称
心
を
弘
通
す
る
に
お
よ
ん
で
、よ
り
て『
法

華
玄
義
』
を
求
め
巻
を
発
き
て
一
覧
し
、
す
な
わ
ち
感
悟
し
て
旧
疏
を
焚

焼
し
深
く
前
作
を
悔
い
、
来
り
て
章
安
に
投
じ
観
法
を
咨
受
す
と
。
し
か

れ
ど
も
今
も
し
一
歩
を
退
け
て
吉
蔵
・
智
　
両
師
の
著
作
を
比
見
す
る
に
、

一
部
学
者
の
称
す
る
が
ご
と
く
吉
蔵
が
天
台
智
　
の
門
に
投
ぜ
り
と
い
う

は
誤
解
な
り
と
云
わ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
そ
も
そ
も
智
　
と
吉
蔵
と
は
本
質

的
に
そ
の
思
想
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
、
吉
蔵
一
派
の
学
者
は
龍
樹
の
中

観
論
的
思
想
を
立
脚
と
す
る
も
の
に
し
て
、
空
と
実
相
と
を
同
一
意
義
に

解
し
、中
道
は
空
を
空
ず
る
の
語
、無
所
得
空
の
異
名
な
り
と
釈
せ
り
。こ

れ
智

の
三

説
と
明
ら
か
に
碩
異
あ
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
の
み
な
ら

ず
ま
た
同
一
『
法
華
経
』
に
対
す
る
文
義
の
釈
相
も
大
い
に
異
な
り
あ
る

を
見
る
。
殊
に
大
師
智
　
の
法
門
中
そ
の
特
色
と
見
る
べ
き
も
の
は
即
ち

観
心
な
り
。
も
し
吉
蔵
に
し
て
智
　
の
門
に
投
ぜ
る
も
の
な
る
時
は
、
少

な
く
も
こ
の
思
想
の
い
く
ら
か
な
り
と
も
彼
が
著
作
に
お
い
て
発
見
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
し
か
も
そ
の
事
実
は
全
く
こ
れ
に
反
せ
り
。（
傍
線
部
＝
奥

野
）

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
島
地
博
士
は
、
智

の
思
想
的
特
質
は
「
観
心
」
に
あ
る

の
で
あ
り
、
も
し
吉
蔵
が
智

に
投
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
吉
蔵
の
著
作
中

に
は
い
さ
さ
か
で
も
「
観
心
」
に
対
す
る
言
及
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
一
つ
だ
け
こ
こ
で
私
の
意
見
を
い
え
ば
、『
百

録
』
が
灌
頂
の
撰
述
で
あ
る
の
に
対
し
、『
続
高
僧
伝
』
は
い
う
ま
で
も
道
宣

（
五
九
六
―
六
六
七
）
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
正
確

に
い
え
ば
「
異
質
の
資
料
」
と
い
え
な
く
も
な
い
こ
と
も
事
実
で
は
あ
る
ま
い

か
。
と
す
れ
ば
、『
百
録
』
の
記
事
を
道
宣
が
増
幅
し
た
と
い
う
可
能
性
も
完
全

に
は
捨
て
き
れ
な
い
と
も
思
わ
れ
、
今
後
は
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
全
体
の
執

筆
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
の
分
析
を
通
し
て
の
再
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
早
く
に
島
地
大
等
博
士
も
そ
の
著
『
天
台
教
学
史
』
の
中
で
智

と
吉
蔵
と
の
関
係
を
論
じ
、
次
の
よ
う
に
『
国
清
百
録
』
の
記
事
に
疑
問
を

呈
し
て
い
た
の
で
あ
る

(
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。長
文
に
亘
る
が
、関
連
す
る
全
文
を
引
い
て
み
よ
う
。

　
天
台
智

正
統
の
門
人
に
関
し
て
叙
せ
ん
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

吉
蔵
と
智

と
の
関
係
い
か
ん
を
一
言
す
る
要
あ
り
。
そ
も
そ
も
六
朝
時

代
末
葉
の
仏
教
界
に
あ
り
て
、嶄
然
そ
の
頭
角
を
現
わ
せ
る
も
の
は
慧
遠
・

智

・
吉
蔵
の
三
大
学
匠
に
し
て
、彼
等
三
師
は
序
で
の
ご
と
く
そ
の
年
齢

に
お
い
て
は
ま
さ
に
兄
弟
の
間
に
あ
り
。
し
か
し
而
し
て
慧
遠
と
智

と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
し
か
の
『
観
経
疏
』
に
し
て
智

の
真
撰
な
り

と
せ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
二
師
の
間
に
は
な
ん
ら
か
の
交
渉
あ
り
し

な
ら
ん
と
す
る
も
、
し
か
も
な
お
未
だ
に
わ
か
に
判
定
し
難
き
と
こ
ろ

と
な
す
。
し
か
ら
ば
智

と
吉
蔵
と
の
関
係
や
い
か
ん
、
け
だ
し
章
安
の

『
国
清
百
録
』巻
四
に
は
吉
蔵
よ
り
智
　
に
寄
せ
た
る
書
信
を
あ
げ
た
る
の

外
、
あ
る
い
は
ま
た
吉
蔵
が
天
台
智
　
に
対
し
て
『
法
華
経
』
の
講
説
を

請
う
る
も
の
一
通
を
も
載
せ
た
り
。し
か
も
こ
れ
は
後
世
天
台
の
学
者
が
、

吉
蔵
を
も
っ
て
智
　
に
交
渉
あ
り
と
な
す
根
拠
を
な
せ
り
。
す
な
わ
ち
古

来
の
人
お
も
え
ら
く
、
吉
蔵
か
つ
て
智

に
『
法
華
』
の
講
を
請
い
し
も
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F 

湛
然
『
法
華
文
句
記
』
巻
三
下

     

故
知
嘉
祥
身
霑
妙
化
。
義
已
潅
神
。
旧
章
先
行
。
理
須
委
破
。
識
此
大
旨
。

師
資
可
成
。
準
此
一
途
。
餘
亦
可
了
。
亦
如
三
種
法
輪
。
殊
乖
承
禀
。
大

師
称
為
頓
乳
。
其
以
根
本
為
名
。
大
師
以
三
味
為
枝
條
。
其
亦
以
醍
醐
為

帰
本
。（
以
下
略
）。
本
師
所
師
旧
章
須
改
。
若
依
旧
立
師
資
不
成
。
伏
膺

之
説
靡
施
。
頂
戴
之
言
奚
寄
。（
大
正
蔵
三
四
・
二
一
三
上
―
中
）

G 

唐
・
道
暹
述
『
法
華
文
句
輔
正
記
』
巻
第
三

     

本
師
所
師
者
涅
槃
五
味
判
教
元
是
本
師
所
師
之
法
既
帰
心
於
師
先
章
須
改

也
。
嘉
祥
者
寺
名
在
会
稽
王
義
之
捨
宅
所
置
。
名
吉
蔵
胡
郷
所
生
世
称
学

海
心
包
難
伏
之
慧
。
口
寫
如
流
之
辨
。
著
述
章
疏
領
徒
盛
化
大
師
初
至
陳

都
。
有
沙
弥
法
盛
造
席
数
法
師
無
対
法
盛
時
十
七
身
小
声
大
法
師
嘲
曰
　

那
不
摧
声
補
体
法
盛
応
声
。
対
曰
法
師
何
不
削
鼻
項
眸
吉
蔵
良
久
咽
更
調

曰
。
汝
好
好
問
阿
闍
梨
好
好
為
汝
答
法
盛
曰
。
野
和
上
著
在
経
文
胡
作
闍

梨
出
何
典
拠
。
吉
蔵
位
謂
曰
尺
水
計
無
文
波
。
法
盛
曰
餘
水
雖
不
能
沾
於

鯨
鷁
亦
足
淹
於
蟻
蜂
。
吉
蔵
又
問
誰
為
汝
師
汝
誰
弟
子
。
法
盛
曰
宿
王
種

覚
天
人
衆
中
広
説
法
華
是
我
等
師
我
是
弟
子
講
散
乃
捨
山
水
納
一
領
用
奉

大
師
。
遂
即
伏
膺
請
講
法
華
。
身
為
肉
磴
用
登
高
座
。
後
因
借
章
安
義
記

乃
弥
達
浅
深
。
体
解
口
鉗
身
踊
心
酔
。
廃
講
散
衆
投
足
天
台
。
　
稟
法
華
。

誓
願
弘
讃
頂
戴
永
永
。
豈
生
異
徹
。（
卍
続
蔵
四
五
・
五
五
右
上
―
下
）

【
日
本
撰
述
の
も
の
】

H 

最
澄
『
法
華
秀
句
』
巻
上
「
仏
説
諸
経
校
量
勝
五
」

     
有
人
問
曰
。
法
相
宗
人
。
造
法
華
賛
盛
弘
法
華
。
其
疏
記
等
数
百
巻
。
又

三
論
宗
人
。
造
法
華
疏
盛
講
法
華
。
今
天
台
法
華
宗
。
有
何
異
釈
勝
於
二

宗
耶
。
答
若
論
異
釈
者
。
玄
疏
籤
記
四
十
巻
。
今
指
一
隅
令
知
三
方
。
法

相
宗
人
以
成
唯
識
為
尊
主
。
屈
法
華
義
令
帰
唯
識
。
雖
賛
法
華
経
。
還
死

が
、
吉
蔵
の
著
作
に
は
ま
っ
た
く
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
吉
蔵
が
智

の

門
に
投
じ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

島
地
博
士
は
こ
こ
か
ら
平
井
博
士
の
よ
う
に
し
か
ら
ば
智

と
吉
蔵
の
文
献
交

渉
は
い
か
ん
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
筆
を
進
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
早
い
時

期
に
上
記
の
よ
う
な
主
張
を
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
こ
こ
で
改

め
て
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
引
用
し
た
島
地
博
士
の
一
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
し

て
こ
れ
は
ま
た
平
井
博
士
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
が
、
問

題
の
『
百
録
』
の
記
事
は
宋
の
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
志
磐
の
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
七
「
灌
頂
伝
」
お
よ
び
巻
十
「
吉
蔵
伝
」
に
な

る
と
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
増
幅
し
た
書
き
ぶ
り
に
変
化
し
て
い
く

(

12 )

。

D 

志
磐
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
七
「
灌
頂
伝
」
郡
中
有
嘉
祥
吉
蔵
。
先
曾
疏
解

法
華
。
聞
章
安
之
道
。
廃
講
散
衆
投
足
請
業
。
深
悔
前
作
之
妄
。（
大
正
蔵

四
九
・
一
八
七
上
）

E 

同
巻
第
十
「
吉
蔵
伝
」

     

禅
師
吉
蔵
。
金
陵
人
。
七
歳
依
興
皇
朗
法
師
出
家
。
咨
決
大
義
。
後
遊
会

稽
止
嘉
祥
寺
。
講
演
法
華
自
着
章
疏
。
智
者
再
帰
天
台
。
師
与
禅
衆
百
餘

人
奉
疏
請
講
法
華
不
赴
。
章
安
弘
法
称
心
。
因
心
法
華
玄
義
。
発
巻
一

覧
。
即
便
感
悟
。
乃
焚
棄
旧
疏
深
悔
前
作
。
来
投
章
安
咨
受
観
法
（
同
前
・

二
〇
二
上
）

　
し
か
し
、
そ
の
記
事
の
信
憑
性
や
歴
史
的
事
実
関
係
は
と
も
あ
れ
、
前
述
の

よ
う
な
『
百
録
』
に
お
け
る
智

と
吉
蔵
に
関
す
る
記
述
は
、
上
記
の
『
仏
祖

統
紀
』
を
待
つ
ま
で
も
な
く
中
国
・
日
本
に
お
い
て
は
圧
倒
的
影
響
力
を
持
っ

て
流
布
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。以
下
に
私
が
確
認
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、

こ
の
問
題
に
言
及
し
た
文
献
を
掲
げ
て
み
よ
う
。



一
四
五

天
台
と
三
論
（
奥
野
）

法
華
心
。
故
湛
然
記
云
。
唯
識
滅
種
死
其
心
。
当
知
。
其
義
懸
別
。
又
三

論
宗
人
雖
造
法
華
疏
。
其
義
未
究
竟
。
是
故
。
嘉
祥
大
徳
。
帰
伏
称
心
。
案

高
僧
伝
第
十
九
云
。
潅
頂
晩
出
称
心
精
舎
。
開
演
法
華
。
跨
朗
以
籠
基
。
超

於
雲
印
。
方
集
奔
随
。
負
篋
書
誦
。
有
吉
蔵
法
師
。
興
皇
入
室
。
嘉
祥
結

肆
。
独
擅
浙
東
。
聞
称
心
道
勝
。
意
之
未
許
。
求
借
義
記
。
尋
閲
浅
深
。
乃

知
体
解
心
酔
有
所
従
矣
。
因
廃
講
散
衆
。
投
足
天
台

禀
法
華
。
発
誓
弘

演
也
。
当
知
。
雖
有
法
華
疏
。
不
如
天
台
釈
。（
伝
全
三
・
二
五
一
―
二
）

 

I 

最
澄
『
法
華
秀
句
』
巻
下
「
普
賢
菩
薩
勧
発
勝
十
」

     

明
知
。
玄
賛
之
家
。
死
法
華
心
。
掩
法
華
眼
。
断
法
華
命
。
割
法
華
喉
。
誰

有
智
者
。
不
驚
愕
哉
。
不
可
畏
哉
。
不
可
畏
哉
。
無
相
之
家
。
借
義
記
。
尋

開
浅
深
。
投
足
天
台
。
　
禀
法
華
。
然
公
云
。  

嘉
祥
身
沾
妙
化
。
儀
已
潅

神
。
旧
章
先
行
。
理
須
委
破
。
識
此
大
旨
。
師
資
可
成
。
準
此
一
途
。
餘

亦
可
了
。
乃
至
云
。
若
依
旧
立
。
師
資
不
成
。
伏
膺
之
説
靡
施
。
戴
之
言

奚
寄
。
無
相
之
家
。
改
旧
玄
疏
帰
仰
天
台
其
文
不
墜
。
何
不
信
者
哉
。
何

不
信
者
哉
。（
伝
全
三
・
二
七
八
―
九
）

J 

法
進
『
沙
弥
十
戒
并
威
儀
経
疏
』

     

吉
蔵
鼻
長
而
眼
深
也
。
吉
蔵
言
。
小
師
雖
然
如
此
尺
水
亦
不
生
大
波
。
灌

頂
又
言
。
尺
水
雖
不
沈
鯨
〔
音
撃
〕
足
。
得
音
淹
其
螻
〔
音
樓
〕
蟻
〔
音

擬
〕
法
師
告
云
。
小
師
莫
漫
多
語
。
好
作
問
頭
。
阿
闍
梨
為
答
。
沙
弥
報

言
。
野
干
為
和
上
経
有
明
文
。
未
委
胡
作 

阿
闍
梨
。
有
何
典
拠
。
吉
蔵
覩

此
。
便
手
将
如
意
打
案
一
下
。
如
意
便
折
。
灌
頂
調
言
。
如
意
既
折
。
義

鋒
亦
摧
。
吉
蔵
告
云
。
我
如
意
折
。
取
汝
手
裏
者
。
灌
頂
高
声
挙
如
意
。
報

云
。
百
年
之
後
。
方
当
付
嘱
。
吉
蔵
見
此
奇
詞
便
下
高
座
。
問
沙
弥
言
。
卿

師
事
何
人
。
灌
頂
報
言
。
内
供
奉
大
徳
天
台
大
師
前
者
至
此
聴
法
。
座
主

不
肯
与
如
意
是
也
。
法
師
聞
此
。
倍
自
墾
責
。
我
等
愚
癡
不
識
聖
人
。
弟

子
沙
弥
智
慧
尚
爾
。
何
況
於
本
師
。
当
時
停
講
。
共
其
灌
頂
奔
往
天
台
。
遙

見
大
師
膝
見
大
師
膝
行
肘
歩
。
涕
泗
〔
音
四
〕
流
泣
。
涙
下
如
雨
。
其
大

師
毎
日
二
時
昇
座
人
説
法
。吉
蔵
屈
身
猶
如
宍
橙
。要
令
大
師
踏
背
上
座
。

下
亦
如
此
。（『
日
本
大
蔵
経
』
新
版
四
〇
巻
、
三
〇
三
上
―
三
〇
四
下
、

カ
ッ
コ
内
は
割
注
）

K 

円
珍
『
諸
家
教
相
同
異
略
集
』

     

問
。
古
人
亦
云
。
嘉
祥
受
法
天
台
。
即
為
師
資
。
身
沾
妙
化
。
義
已
潅
神
。

今
此
事
実
爾
歟
。
答
。
実
爾
。
此
事
具
出
国
清
百
録
並
進
僧
都
沙
弥
威
儀

経
疏
及
妙
楽
法
華
記
等
也
。（『
智
証
大
師
全
集
』
巻
中
・
五
八
五
下
）

L 

円
珍
『
法
華
論
記
』
巻
第
八
末

     

復
吉
門
徒
瞋
。今
本
迹
自
立
本
迹
。曾
不
及
今
家
六
種
本
迹
中
一
重
一
双
。

汝
未
曾
読
法
華
。
如
嗅
鼻
人
馥
旃
檀
。
盲
不
見
日
。
蛙 

不
知
海
。
不
識
仏

化
之
始
終
。
永
迷
本
迹
之
理
。
汝
尚
如
此
。
況
餘
黨
乎
。
可
憐
可
憐
。
汝

本
師
吉
焼
却
旧
章
帰
依
天
台
。
伏
膺
頂
戴
円
頓
之
旨
。
汝
須
共
吉
先
習
我

道
。（『
智
証
大
師
全
集
』
巻 

上
、
二
六
〇
下
）

 

M 

日
蓮
『
秀
句
十
勝
鈔
』「
仏
説
諸
経
校
量
勝
五
」

      

又
三
論
宗
の
人
、
法
華
の
『
疏
』
を
造
る
と
雖
も
、
其
の
義
未
だ
究
竟
せ

ず
、
是
の
故
に
嘉
祥
大
徳
は
称
心
に
帰
伏
す
。『
高
僧
伝
』
の
第
十
九
を
案

ず
る
に
、
灌
頂
晩
に
称
心
精
舎
を
出
で
て
法
華
を
開
講
す
る
こ
と
朗
〔
法

朗
〕
龍
〔
慧
龍
〕
を
跨
え
、
雲
〔
法
雲
〕
印
〔
僧
印
〕
に
超
え
た
り
。
方

集
奔
随
筺
を
負
ふ
て
書
誦
す
。
吉
蔵
法
師
な
る
も
の
あ
り
、
興
皇
の
入
室

な
り
。
嘉
祥
に
肆
を
結 

び
、
独
り
擅
に
す
。『
義
記
』
を
求
借
し
、
尋
で

浅
深
を
閲
す
。
乃
ち
知
る
、
体
解
心
酔
の
所
従
あ
る
こ
と
を
。
因
て
講
を

廃
し
衆
を
散
じ
、
天
台
に
投
足
し
、
法
華
を
　
禀
し
、
発
誓
弘
演
せ
り
。
当

に
知
る
べ
し
、
法
華
の
疏
あ
り
と
雖
も
天
台
の
釈
に
如
か
ざ
る
こ
と
を
。



一
四
六

天
台
と
三
論
（
奥
野
）

『
記
』
の
三
に
云
く
、「
嘉
祥
身
妙
化
に
沾
ひ
、
義
已
に
神
に
灌
ぐ
」〔
文
〕。

又
云
く
、「
旧
章
須
ら
く
改
む
べ
し
、若
し
旧
立
に
依
ら
ば
、師
資
成
せ
ず
。

伏
膺
の
説
施
す
こ
と
靡
く
、
頂
戴
の
言
奚
ぞ
寄
せ
ん
」
と
。『
輔
』
の
三
に

云
く
、「
嘉
祥
と
は
寺
の
名
な
り
、
会
稽
に
在
り
、
王
羲
之
、
宅
を
捨
て
て

立
つ
る
所
な
り
、
吉
蔵
は
胡
卿
の
所
生
、
世
に
覚
海
と
称
す
。
心
に
難
伏

の
慧
を
包
み
、
口
に
如
流
の
辯
を
瀉
ぐ
。
章
疏
を
著
述
し
、
徒
を
領
し
て

化
を
盛
ん
に
す
。
大
師
〔
吉
〕、
初
め
て
陳
の
都
に
至
る
。
沙
弥
法
盛
あ
り
、

席
に
造
っ
て
数
数
問
ふ
。
法
師
〔
吉
〕、
対
ふ
る
こ
と
無
し
。
法
盛
時
に
年

十
七
、
身
小
に
し
て
声
大
な
り
。
法
師
〔
吉
〕、
嘲
り
て
曰
く
、

ぢ
那
ぞ

声
を
摧
い
て
体
を
補
は
ざ
る
や
。
法
盛
声
に
応
じ
て
対
へ
て
曰
く
、
法
師

何
ぞ
鼻
を
削
り
て
眸
を
填
め
ざ
る
。
吉
蔵
良
久
し
く
咽
ん
で
調
を
更
め
て

曰
く
、
汝
好
好
闍
梨
に
問
へ
、
好
好
汝
が
為
に
答
へ
ん
。
法
盛
曰
く
、
野

干
の
和
上
は
著
に
経
文
に
在
り
、
胡
闍
梨
と
作
る
こ
と
何
れ
の
典
拠
に
出

で
た
る
や
。
吉
蔵
泣
い
て
謂
て
云
く
、
尺
水
を
計
る
に
丈
波
無
し
。
法
盛

曰
く
、
余
が
水
は
鯨
鷁
を
泛
ぶ
る
こ
と
能
は
ず
と
雖
も
、
亦
蟻
蜂
を
淹
す

に
足
れ
り
。
吉
蔵
又
問
ふ
、
誰
か
汝
が
師
た
る
、
汝
は
誰
が
弟
子
ぞ
。
法

盛
曰
く
、宿
王
種
覚
天
人
衆
の
中
に
広
く
法
華
を
説
く
、こ
れ
我
等
が
師
、

我
は
是
れ
弟
子
な
り
。
講
散
し
て
山
水
納
一
領
を
捨
て
、
用
て
大
師
に
奉

る
。
遂
に
即
伏
膺
し
、
請
し
て
法
華
を
講
ぜ
し
め
、
身
を
肉
磴
と
な
し
て

用
て
高
座
に
登
せ
、
後
章
安
の
『
義
記
』
を
借
る
に
因
て
乃
ち
弥
浅
深
に

達
し
、
体
解
け
口
鉗
み
身
踊
り
心
酔
ひ
、
講
を
廃
し
衆
を
散
じ
、
天
台
に

投
足
し
法
華
を
　
禀
し
、
弘
演
弥
弥
演
べ
頂
戴
永
永
ま
で
に
す
。
豈
異
轍

を
生
ぜ
ん
や
」
と
。『
続
高
僧
伝
』
十
九
に
云
く
〔
道
宣
撰
〕、「
晩
に
出
で

て
○
誓
を
発
し
て
弘
演
す
。
十
七
年
に
至
っ
て
智
者
疾
を
現
ず
。
暁
夕
に

瞻
侍
し
艱
劬
心
を
尽
す
。
爰
に
滅
度
に
及
ん
で
親
し
く
遺
旨
を
承
る
。
乃

ち
留
書
並
び
に
諸
の
信
物
を
奉
じ
て
哀
泣
跪
授
す
。
晋
王
乃
ち
五
体
を
地

に
投
じ
、
悲
涙
頂
受
し
て
事
賓
礼
に
遵
ひ
、
情
法
親
に
敦
し
。
尋
い
で
楊

州
の
総
管
府
司
馬
王
弘
を
し
て
、
頂
を
送
っ
て
山
に
還
す
。
智
者
の
為
め

に
千
僧
斎
を
設
け
、
国
清
寺
を
置
く
」『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』

上
巻
、
七
二
二
―
七
二
四
頁
）

N 

宝
地
房
証
真
『
法
華
玄
義
私
記
』
巻
第
三
末

     

伏
膺
頂
戴
者
。
輔
云
嘉
祥
棹
学
海
。
心
包
難
伏
心
恵
。
口
瀉
如
流
之
辯
著

述
章
疏
。
領
徒
盛
化
。﹇
乃
至
﹈
乃
捨
山
水
納
一
領
用
奉
大
師
。
遂
即
伏
膺

請
講
法
華
。
身
為
肉
磴
用
登
高
座
。
後
因
借
章
安
義
記
弥
達
浅
深
。
投
足

天
台
。
　
稟
法
華
。
誓
願
弘
讃
頂
戴
永
永
﹇
已
上
略
抄
﹈。
彼
請
書
等
具
転

百
録
。（
日
仏
全
書
二
一
・
四
八
三
上
、
カ
ッ
コ
内
は
割
注
）

　
こ
の
中
、
資
料
　
の
円
珍
『
法
華
論
記
』
で
は
、
す
で
に
『
仏
祖
統
紀
』
以

前
に
吉
蔵
が
「
旧
章
を
焼
却
し
て
天
台
に
帰
依
」
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い

て
注
目
さ
れ
る
ほ
か
、M
日
蓮『
秀
句
十
勝
鈔
』、N
宝
地
房
証
真『
法
華
玄
義
私

記
』
で
は
道
暹
の
『
法
華
文
句
輔
正
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る

(

13 )

。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
記
述
の
基
底
に
あ
る
の
が
『
国
清
百
録
』

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
記
述
が
見
事
に
増
幅
さ
れ
て

い
る
過
程
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
平
井
博
士
は
こ
う
し
た
増
幅
し
た
「
誣

言
」
が
な
さ
れ
る
背
景
に
こ
そ
『
法
華
文
句
』
の
吉
蔵
疏
依
用
と
そ
の
成
立
に

関
す
る
秘
め
ら
れ
た
真
実
が
あ
る
と
し
、『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』

で
は
「
日
厳
寺
の
諍
論
」
に
絡
め
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
記
述
を
展
開
さ
れ
て

い
る

(
14 )

。

　
こ
う
し
た
『
国
清
百
録
』
や
『
仏
祖
統
紀
』
等
の
記
事
を
め
ぐ
る
読
み
方
に
対

す
る
積
極
的
反
論
を
私
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が

(

15 )

、今
後
こ
の
問
題
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な
点
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

L
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四
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さ
て
、『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
る
限
り

次
の
よ
う
な
書
評
や
論
文
に
お
い
て
論
評
が
な
さ
れ
て
い
る
。

a
池
田
魯
参
「〈
書
評
〉『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』」（『
駒
澤
大

学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
六
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）

b
近
藤
良
一
「〈
書
評
〉
平
井
俊
榮
著
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』」

（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
号
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
）

c
菅
野
博
史
「
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
に
つ
い
て
」（『
創
価
大
学

人
文
論
集
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）

d
菅
野
博
史
「
日
本
に
お
け
る
中
国
法
華
経
疏
の
研
究
に
つ
い
て
」（
一
九

九
九
年
十
二
月
七
日
付
け
の
『
中
外
日
報
』
に
掲
載
、
菅
野
博
史
「
天
台

大
師
智

と
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
法
華
経
観
の
比
較
研
究
（
平
成
一
〇
年
度

〜
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
）」
に
再
録
）

こ
の
中
、
書
評
a
の
冒
頭
に
お
い
て
池
田
教
授
は
ま
ず
、

本
書
を
通
読
し
て
、
率
直
な
と
こ
ろ
、
あ
の
望
月
信
享
著
『
大
乗
起
信
論

之
研
究
』（
大
正
一
一
年
金
尾
文
淵
堂
刊
）
の
研
究
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
、

最
近
に
は
な
い
話
題
性
の
あ
る
学
術
書
で
は
な
い
か
、と
最
初
に
感
じ
た
。

『
法
華
文
句
』
の
虚
構
性
を
解
体
し
て
い
く
、
方
法
論
的
な
確
か
さ
と
、
論

証
の
緻
密
さ
に
お
い
て
あ
る
い
は
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』
を
凌
駕
す
る

か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
み
た
り
も
し
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
津
田
左
右
吉

の
「
記
紀
の
研
究
」
に
も
似
た
稠
密
な
文
章
の
感
触
で
あ
る
。

と
述
べ
、
本
書
に
対
し
て
最
大
限
の
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
池
田
教

授
に
よ
る
こ
の
書
評
a
は
書
評
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
該
書
の
要
文
を
抄
略
し

て
示
し
た
も
の
で
、
本
書
の
内
容
を
手
早
く
知
る
の
に
は
な
は
だ
便
利
な
も
の

で
あ
る
が
、
教
授
自
身
の
本
書
に
対
す
る
論
評
は
意
外
と
少
な
く
末
尾
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
を
通
読
し
て
感
じ
た
私
見
を
二
、
三
記
す
と
、
先
ず
、
吉

蔵
の
註
疏
の
影
響
を
叫
ぶ
あ
ま
り
、
灌
頂
の
存
在
を
不
当
に
軽
視
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
感
じ
た
。
こ
と
に
「
日
厳
諍
論
」
の
敗
残
と

反
撃
と
い
う
よ
う
な
動
機
で
、
吉
蔵
と
灌
頂
の
関
係
を
位
置
づ
け
る
仕
方

は
、
い
さ
さ
か
穏
当
を
欠
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
中
で
『
国
清
百

録
』
な
ど
の
資
料
や
、
灌
頂
が
記
録
し
た
文
を
す
べ
て
捏
造
で
あ
る
か
の

よ
う
に
判
ず
る
態
度
は
私
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
こ
の
辺
の
問
題
は
な
お

保
留
に
し
て
お
き
た
い
。
六
割
方
は
正
し
い
真
実
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ

を
も
っ
て
十
割
そ
う
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
で
し

か
な
い
よ
う
に
判
ず
る
文
章
の
調
子
に
、
し
ば
し
ば
空
し
さ
を
感
じ
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、

『
文
句
』
の
成
立
を
、
あ
た
か
も
吉
蔵
教
学
に
対
す
る
「
誣
言
」
と
い
う
よ

う
な
面
で
の
み
お
さ
え
る
解
読
法
に
は
多
い
に
反
省
の
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
同
よ
う
の
傾
向
は
、
証
真
教
学
を
評
価
す
る
あ
ま
り
湛
然
教
学
を
軽

視
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。（
以
下
略
）

　
ご
く
短
い
記
述
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
池
田
教
授
の
本
音
な
の
で

あ
ろ
う
。
池
田
教
授
は
の
ち
に
e
「
湛
然
の
三
大
部
注
書
に
み
る
三
論
教
学
」

（
平
井
俊
榮
監
修
『
三
論
教
学
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
に
所
収
）
と

い
う
論
文
を
著
わ
し
湛
然
の
学
的
正
当
性
を
強
調
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い

(

16 )

。

　
菅
野
博
史
博
士
の
c 

d 

は
我
が
国
に
お
け
る
法
華
研
究
史
を
概
略
的
に
ま

と
め
た
も
の
で
、そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
本
書
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
書
だ
け
を
取
り
上
げ
た
専
一
の
論
文
で

は
な
く
、
紙
幅
も
十
分
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
紹
介
は
よ
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く
ま
と
ま
っ
た
す
ぐ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
d
の
研
究
報
告
書
「
は

し
が
き
」
に
あ
る
、

智

の
『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
』
の
一
部
が
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』、

『
法
華
義
疏
』を
参
照
し
て
成
立
し
た
と
い
う
平
井
氏
の
研
究
は
文
献
学
的

に
正
し
い
指
摘
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
誰
も
異
論
を
差
し
挟
む
こ
と

は
で
き
な
い
。
平
井
氏
の
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
『
法
華
経
』
研
究
の

分
野
で
圧
倒
的
な
権
威
と
認
め
ら
れ
て
き
た
智
　
の
影
で
、
不
当
に
も
冷

遇
さ
れ
て
き
た
吉
蔵
の
復
権
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
日
本
に
お

け
る
天
台
研
究
に
覚
醒
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。（
傍
線
部
分

奥
野
）

と
い
う
一
文
は
、
平
井
博
士
の
本
書
執
筆
の
目
的
を
的
確
に
捉
え
た
記
述
で

あ
っ
た
と
評
せ
る
で
あ
ろ
う

(

17 )

。

　
さ
て
、
本
書
は
「
天
台
と
三
論
の
文
献
交
渉
」
と
い
う
大
き
な
問
題
を
扱
っ

た
衝
撃
的
な
著
書
で
あ
っ
た
わ
り
に
は
、
学
界
の
反
応
は
い
ま
一
つ
で
め
ぼ
し

い
反
論
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る

(

18 )

。
刊
行
直
後

に
著
わ
さ
れ
た
反
論
に
類
す
る
論
文
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
わ
ず
か
に

次
の
論
文
を
知
る
だ
け
で
あ
る
。

　
浅
井
圓
道
「
法
華
文
句
の
有
す
る
独
創
性
」（
野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念

『
仏
教
史
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）

　
多
田
孝
文
「
法
華
文
句
四
種
釈
考
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』　〔
仏
教
学

部
・
文
学
部
〕
第
七
二
輯
、
一
九
八
六
年
十
月
）

　
ま
ず
論
文
f
で
浅
井
博
士
は
、

最
近
、
天
台
宗
や
そ
の
他
の
研
究
家
の
幾
人
か
が
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表

大
会
や
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
な
ど
に
お
い
て
、
最
も
ひ
ど
い
意
見
と
し

て
は
智
　（
五
三
八
―
五
九
七
）述
の
法
華
文
句
の
ほ
と
ん
ど
三
分
の
二
ほ

ど
が
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
の
法
華
玄
論
や
法
華
義
疏
の
文
言
か
ら

の
盗
用
で
あ
る
と
し
て
（
得
々
と
し
て
）
論
じ
る
の
に
出
遭
う
。

　
と
し
、
さ
ら
に
、

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
見
解
が
不
見
識
な
世
界
に
曲
流
し
て
ゆ
く
こ
と
に
日

蓮
宗
門
内
で
も
そ
れ
を
常
識
と
し
て
天
台
三
大
部
の
成
立
を
眺
め
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
日
蓮
教
学
の
基
礎
た
る
天
台
学
に
つ
い
て
軽
賤

を
生
じ
る
原
因
に
な
り
は
し
な
い
か
。
吾
人
は
甚
だ
危
惧
を
感
じ
て
こ
の

小
論
を
世
に
問
う
次
第
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、
こ
の
論
考
を
発
表
さ
れ
た
心
情
を
吐
露
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
日
蓮
教
学
研
究
所
所
長
と
い
う
お
立
場
に
あ
っ
た
浅
井
博
士
と
し
て
は
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

(

19 )

。

　
た
だ
、
浅
井
博
士
の
こ
の
論
文
は
、
平
井
書
の
個
々
の
文
脈
に
つ
い
て
逐
一

反
論
を
展
開
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、『
文
句
』
が
吉
蔵
の
法
華
疏
を
参
照

し
た
の
は
「
旧
解
の
紹
介
部
分
、
諸
経
論
の
引
用
部
分
、
特
殊
な
問
答
の
部
分

に
限
ら
れ
て
お
り
、
天
台
学
の
骨
子
に
は
全
く
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と

し
て
、「
付
属
論
」「
化
道
の
始
終
」「
一
念
三
千
」
の
三
つ
の
項
目
に
わ
た
っ
て

思
想
的
に
見
た
場
合
、
吉
蔵
疏
が
天
台
疏
に
及
ば
な
い
例
証
と
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
脈
に
即
し
た
積
極
的
反
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
や
は
り
護
教
的
と
の
批
判
は
免

れ
得
な
い
で
あ
ろ
う

(

20 )

。

　
次
の
多
田
孝
文
氏
の
論
文
g
も
平
井
博
士
が
そ
の
関
連
性
を
探
ろ
う
と
し
た

『
法
華
文
句
』
に
説
か
れ
る
「
四
種
釈
」
と
吉
蔵
の
「
四
種
釈
義
」
に
つ
い
て

(

21 )

、

そ
の
説
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
も
そ
れ
に
つ
い
て
積
極
的
反
論
を
試
み
た
も
の
と

は
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
智

の
経
典
解
釈
法
に
示
さ
れ
た
一
大
特

徴
で
も
あ
る
「
因
縁
」「
約
教
」「
本
迹
」「
観
心
」
の
四
種
釈
に
つ
い
て
多
田
氏

g f
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jk i h
が
智

以
前
の
中
国
仏
教
思
想
を
俯
瞰
し
て
四
種
釈
の
源
流
と
い
う
べ
き
も
の

を
探
り
つ
つ
、
解
説
を
な
し
た
論
考
と
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
も
積
極
的
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る

(

22 )
。

　
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
平
井
博
士
の
提
起
さ
れ
た
問
題
を
正
面
か
ら
真
摯

に
受
け
止
め
、
関
連
す
る
多
く
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
の
が
藤
井
教
公
氏

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
井
氏
に
は
次
の
よ
う
な
一
連
の
論
文
が
あ
る
。

    

藤
井
教
公
「
天
台
と
仏
教
の
三
論
の
交
流
―
灌
頂
の
『
法
華
玄
義
』
修
治

と
吉
蔵
『
法
華
玄
論
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論

集
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
）

　
同
「
天
台
と
三
論
の
交
渉
―
智

説
・
灌
頂
録
『
金
光
明
経
文
句
』
と
吉

蔵
撰
『
金
光
明
経
疏
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
三
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

　
同
「
天
台
と
三
論
―
そ
の
異
質
性
と
類
似
性
―
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』

第
一
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）

　
同
「
中
国
隋
唐
仏
教
に
お
け
る
衆
生
観
―
天
台
・
三
論
を
中
心
に
―
」

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

　
ま
ず
藤
井
氏
は
論
文
h
に
お
い
て
平
井
博
士
が
問
題
に
さ
れ
た『
法
華
玄
義
』

と
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
の
依
用
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
し
、『
玄
義
』
中
の
『
玄

論
』
の
引
用
・
援
用
の
性
格
は
大
き
く
次
の
二
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。（

一
）
異
解
と
し
て
採
り
入
れ
、
引
用
と
し
て
示
し
て
い
る
も
の
。

（
二
）
地
の
文
と
し
て
採
り
こ
ん
で
、
自
説
と
し
て
い
る
も
の
。

　
し
か
も
そ
の
引
用
・
援
用
は
（
一
）
類
の
場
合
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
れ
も

異
解
と
し
て
批
判
の
対
象
と
し
い
る
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

灌
頂
の
『
法
華
玄
義
』
修
治
の
実
態
が
見
え
て
く
る
と
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
異
解
異
説
を
で
き
る
だ
け
多
く
引
用
し
、
批
判
を
加
え
る
必

要
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
出
だ
し
、
自
説
と
内
容
上

対
立
あ
る
い
は
矛
盾
す
る
も
の
に
は
こ
れ
に
批
判
を
加
え
て
自
説
を
よ
り

明
瞭
化
す
る
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
こ
の
方
向
に
沿
っ
て
、
従
来
の
諸
師

の
異
説
を
多
く
採
り
こ
ん
で
「
出
旧
解
」
段
や
「
引
旧
解
」
段
を
組
織
し
、

諸
経
論
を
多
く
引
い
て
き
て
「
出
経
論
」
段
を
著
わ
し
て
、
こ
れ
ら
を
盛

り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て『
玄
義
』全
体
の
構
成
の
整
合
性
を
保
つ
べ
く『
玄

義
』
を
再
組
織
し
た
の
が
灌
頂
の
『
玄
義
』
の
修
治
の
実
態
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
玄
義
』
修
治
の
第
一
の
目
的
は
、
異
解
異
説
を

多
く
採
り
入
れ
て
、
博
引
傍
証
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。（
傍
線
部
＝
奥
野
）

　
藤
井
氏
は
こ
う
し
た
「
異
解
異
説
を
多
く
採
り
入
れ
て
、
博
引
傍
証
化
す
る
」

傾
向
を
藤
枝
晃
博
士
の「
異
説
包
容
主
義
」と
い
う
言
葉
に
示
唆
を
受
け
て「
博
」

と
呼
び
、
こ
う
し
た
「
博
」
の
傾
向
を
帯
び
た
注
釈
書
の
作
成
が
当
時
の
一
般

的
風
潮
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(

23 )

。
そ
し
て
そ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
代

表
的
注
釈
書
の
一
つ
が
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
―
五
九
二
）
の
『
勝
鬘
義
記
』

の
説
を
何
の
断
り
も
な
く
地
の
文
に
取
り
込
み
つ
つ
著
わ
さ
れ
た
吉
蔵
の
『
勝

鬘
宝
窟
』
で
あ
る
と
し

(

24 )

、
今
日
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
「
盗
作
」
や
「
剽
窃
」
と

の
譏
り
を
免
れ
な
い
こ
う
し
た
製
疏
の
仕
方
も
当
時
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
一

般
的
手
法
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
井
氏
の
い
わ
ん
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
灌
頂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
を
引
用
・
援
用
し

て
の
『
法
華
文
句
』
や
『
法
華
玄
義
』
の
修
治
が
「
盗
作
」
や
「
剽
窃
」
に
あ

た
る
な
ら
、
そ
れ
は
吉
蔵
の
『
勝
鬘
宝
窟
』
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、「
盗
作
」
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h

j

や
「
剽
窃
」
と
い
っ
た
今
日
的
基
準
を
も
っ
て
し
て
は
当
時
の
製
疏
状
況
を
裁

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う

(

25 )

。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

一
理
の
あ
る
議
論
で
あ
り
、
よ
く
よ
く
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
藤
井
氏
は
上
述
の
よ
う
に
灌
頂
の
修
治
の
際
の
基
本
的
大
提
を
確
認

し
た
上
で
、
智

の
『
法
華
玄
義
』
講
説
の
原
型
を
模
索
、
推
論
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
藤
井
氏
の
灌
頂
の
『
法
華
玄
義
』
修
治
に
関
す
る
分
析
に
は
傾
聴
に

値
い
す
る
意
見
が
多
く
、
そ
の
意
味
で
こ
の
論
文
h
は
是
非
と
も
参
照
し
て
お

く
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

　
論
文
i
は
、
平
井
博
士
が
吉
蔵
疏
か
ら
智

疏
へ
と
い
う
影
響
関
係
が
明
ら

か
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
で
は
論
及

さ
れ
な
か
っ
た
両
者
の
『
金
光
明
経
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
藤
井
氏
が
検
討
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
藤
井
氏
は
、
智

疏
・
吉
蔵
疏
と
も
に
曇
無
讖
訳

『
金
光
明
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
随
処
で
今
日
に
は

伝
わ
ら
な
い
真
諦
訳
『
金
光
明
経
』
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

ま
た
確
か
に
両
疏
に
は
似
通
っ
た
文
脈
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

そ
し
て
両
疏
に
こ
う
し
た
似
通
っ
た
文
脈
が
存
在
す
る
の
は
、
両
疏
に
は
「
真

諦
疏
」
と
い
う
共
通
し
て
先
行
す
る
注
釈
書
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

が
共
通
す
る
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
両
者
が
こ
れ
を
引
用
・
援
用
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
引
用
・
援
用
の
仕
方
を
見
る
と
、
智

疏
が

「
真
諦
云
」と
し
て
出
典
を
明
示
し
批
判
的
に
論
及
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、

吉
蔵
疏
で
は
一
切
そ
の
名
を
明
か
さ
ず
真
諦
説
を
そ
の
ま
ま
自
説
と
し
て
取
り

込
ん
で
い
る
等
の
違
い
が
見
ら
れ
、
両
者
の
解
釈
は
か
な
り
違
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
天
台
と
三
論
吉
蔵
に
お
け
る
文
献
交
渉
は
、

『
金
光
明
経
』
の
注
釈
書
類
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
両
者
の
間
に
存
在
し
な
い

と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

『
法
華
文
句
』
や
『
維
摩
経
疏
』
な
ど
の
一
連
の
灌
頂
修
治
の
著
作
と
は
大

い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
「
現
存
す
る
智

と
吉
蔵
に
共
通
す
る
経
典
註
疏
間
の
相
互
の
依
用
関

係
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
吉
蔵
疏
か
ら
智

疏
へ
と
い
う
参
照
依
用
の
跡
が
顕

著
に
見
ら
れ
、
そ
の
逆
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る

(

26 )

」
と
す

る
平
井
説
に
異
を
唱
え
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
吉
蔵
の
『
金
光
明
経
疏
』
に
対
し
て
は
、
近
時
そ
の
偽
撰
説
も

主
張
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら

(

27 )

、
そ
う
し
た
点
の
検
討
も
含
め
こ
の
問
題

は
さ
ら
に
再
検
討
す
べ
き
余
地
を
残
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
藤
井
氏
は
論
文     

i
に
お
い
て
、
平
井
説
に
対
し
て
批
判

的
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
氏
は
平
井
博

士
の
説
す
べ
て
に
異
を
唱
え
て
い
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い

(

28 )

。
氏
の
関
心
の

あ
り
か
は
平
井
博
士
の
明
か
さ
れ
た
「
天
台
と
三
論
の
文
献
交
渉
」
と
い
う
事

実
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
検
証
し
つ
つ
、「
天
台
と
三
論
」
の
思
想
的
差
異
を
解
明

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
心
の
一
端
を
示
し
た
研
究
が
論

文     

k
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
菅
野
博
史
博
士
に
も

強
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
菅
野
博
士
は
す
で
に
ふ
れ
た
報
告
論
文
d
の
「
は

し
が
き
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
』
の
一
部
が
吉
蔵
の
法
華
経
疏
を
参

照
し
て
成
立
し
た
と
い
う
平
井
氏
の
研
究
を
認
め
て
も
、
陳
・
隋
代
に
お

け
る
智

の
『
法
華
経
』
解
釈
が
高
い
評
価
を
受
け
、
吉
蔵
自
身
も
そ
の

よ
う
な
名
声
の
あ
る
智

の
存
在
を
十
分
に
意
識
し
て
い
た
歴
史
的
事
実
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を
考
え
る
と
、
智

の
法
華
経
観
を
無
価
値
な
も
の
と
見
な
す
こ
と
も

誤
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
現
在
の
研
究
課
題
は
、
智
　
と

吉
蔵
の
法
華
経
観
の
重
要
な
相
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
、
両
者
の

思
想
的
な
内
実
の
研
究
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
両
者
の
法
華
経
疏
の

記
述
の
細
々
と
し
た
参
照
関
係
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
両
者
の
法
華
経
観

の
全
体
像
を
大
局
に
立
っ
て
比
較
す
る
と
い
う
態
度
に
欠
け
て
い
た
し
、

そ
の
よ
う
な
成
果
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
か
か
る
菅
野
博
士
の
ご
意
見
は
今
後
わ
れ
わ
れ
が
共
有
す
べ
き
重
要
な
提
言

と
い
え
る
。
平
井
博
士
の
な
さ
れ
た
画
期
的
研
究
で
あ
る
『
法
華
文
句
の
成
立

に
関
す
る
研
究
』刊
行
二
十
年
目
に
い
る
わ
れ
わ
れ
は
同
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、藤

井
氏
や
菅
野
博
士
の
指
向
す
る
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
た
新
し
い
研
究
を
な

す
べ
き
時
に
い
た
っ
た
と
い
え
よ
う

(

29 )

。
し
か
し
、
そ
れ
は
言
う
易
く
行
な
う
は

難
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
一
人
の
力
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
い
ま
こ
そ
か
つ
て
本
学
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
共
同
研

究
が
必
要
な
時
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
他
、
述
べ
残
し
た
こ
と
も
若
干
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
擱
筆
す
る

こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
な
お
、
私
が
確
認
し
て
い
る
限
り
の
関
連
論
文
を
本

稿
末
尾
に
「
付
録
」
と
し
て
掲
載
し
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
註

（    

）『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
の
概
要
を
「
目
次
」
に
よ
っ
て

示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

     

　 

第
一
篇
　
序
論
　
智

と
吉
蔵
―
経
典
註
疏
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―

　
　
　

第
一
章
　
智

の
経
典
註
疏
と
吉
蔵
註
疏

　
　
　

第
二
章
　
維
摩
経
註
疏
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　

第
三
章
　『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
玄
論
』

      

　
第
二
篇
　
法
華
文
句
の
成
立
と
伝
承
に
関
す
る
批
判

      

　
　
第
一
章
　『
法
華
文
句
』
の
成
立

      

　
　
第
二
章
　『
法
華
文
句
』
の
テ
キ
ス
ト

      

　
　
第
三
章
　
経
の
科
文
に
関
す
る
問
題

      

　
　
第
四
章
　『
文
句
』
の
四
種
釈
と
吉
蔵
四
種
釈
義

      

　
　
第
五
章
　『
文
句
』
と
『
玄
論
』
の
引
用
文
献

      

　
　
第
六
章
　
証
真
『
法
華
疏
私
記
』
の
吉
蔵
関
説

      

　
第
三
篇
　
法
華
文
句
に
お
け
る
吉
蔵
註
疏
の
引
用

      

　
　
第
一
部
　『
法
華
文
句
』
と
『
法
華
玄
論
』

      

　
　
第
二
部
　『
法
華
文
句
』
と
『
法
華
義
疏
』

      

　
な
お
、
本
書
の
梗
概
を
知
る
に
は
本
稿
の
後
文
に
お
い
て
も
紹
介
す
る

池
田
魯
参
教
授
の
「
書
評
」
と
菅
野
博
史
博
士
に
よ
る
内
容
要
約
が
便

利
で
あ
る
。池
田
魯
参「〈
書
評
〉『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
六
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）
お

よ
び
菅
野
博
史
「
中
国
に
お
け
る
法
華
経
疏
の
研
究
に
つ
い
て
」（『
創

価
大
学
人
文
論
集
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）
参
照
。

（    

）
横
超
慧
日
「
慧
遠
と
吉
蔵
」（『
中
国
仏
教
の
研
究
第
三
』
法
蔵
館
、
一

九
七
九
年
に
所
収
。初
出
は
結
城
教
授
頌
寿
記
念
『
仏
教
思
想
史
論
集
』

大
蔵
出
版
、
一
九
六
四
年
。
以
下
本
文
の
引
用
は
前
著
に
よ
る
）

（    
）
前
注
（
２
）
横
超
書
一
四
六
頁
。

（    
）
平
井
博
士
は
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』「
は
し
が
き
」
に

お
い
て
、「
智

と
吉
蔵
と
い
う
隋
代
を
代
表
す
る
二
人
の
祖
師
に
つ
い

て
、
対
照
的
な
両
者
の
性
格
や
立
場
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
、
六
種
類

1
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も
の
共
通
の
経
典
註
疏
の
存
在
は
一
体
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
、

両
者
の
註
疏
間
に
は
相
互
に
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
を
厳

密
な
両
者
註
疏
の
本
文
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
精
査
し
て
み
よ
う
と
志

し
た
の
が
、
本
研
究
の
端
緒
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（    

）
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九
六
一
年
）
参
照
。
こ

の
書
は
智

の
著
作
全
般
に
わ
た
る
文
献
批
判
を
な
し
た
画
期
的
研
究

で
あ
る
が
、
平
井
博
士
は
な
お
依
然
と
し
て
護
教
的
な
立
場
を
脱
却
し

切
れ
て
い
な
い
と
し
て
そ
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
。

（    

）
前
注
（
１
）
に
示
し
た
「
目
次
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
『
法
華
文
句
の

成
立
に
関
す
る
研
究
』
で
は
、『
金
光
明
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
に
対

す
る
注
釈
書
の
具
体
的
依
用
関
係
の
論
述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（    

）
池
田
魯
参
『
国
清
百
録
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
二
年
）「
あ
と

が
き
」
参
照
。
こ
の
「
あ
と
が
き
」
と
同
書
に
寄
せ
ら
れ
た
鎌
田
茂
雄

博
士
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
自
主
ゼ
ミ
の
遠
因
は
昭
和
四
十
四
年

度
開
講
の
本
学
大
学
院
に
お
け
る
鎌
田
博
士
の
「
演
習
」
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

（    

）
平
井
俊
榮
「
吉
蔵
と
智

―
経
典
註
疏
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」（『
東
洋

学
術
研
究
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
一
年
四
月
）。
こ
の
論
文
は
の

ち
に
『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
の
第
一
篇
第
一
章
に
受
け

継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
書
で
は
『
国
清
百
録
』
の
読
み
方
に
対

す
る
詳
細
な
記
述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
重

要
な
意
義
を
持
つ
論
文
と
い
え
る
。
な
お
、
平
井
書
に
お
け
る
関
連
す

る
記
述
と
し
て
は
、
二
八
八
―
二
八
九
頁
参
照
。

（    

）
前
注
（
８
）
平
井
論
文
一
〇
九
頁
参
照
。

（
10 

）
同
じ
く
前
注
（
８
）
平
井
論
文
一
一
〇
頁
参
照
。

（
11 

）
島
地
大
等
『
天
台
教
学
史
』
第
二
篇
第
四
章
第
一
節
「
智

と
吉
蔵
と

の
関
係
」（
明
治
書
院
、
一
九
二
九
年
初
版
。
隆
文
館
、
一
九
七
七
年
復

刊
、
二
六
六
―
二
六
七
頁
。
引
用
頁
数
は
後
者
の
復
刊
本
に
よ
る
）。
な

お
、
こ
の
島
地
博
士
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
「
付
録
」
と
し
て

掲
載
し
た
論
文
中
、
河
村
孝
照
博
士
の
次
の
論
文
に
お
い
て
も
注
意
さ

れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
河
村
孝
照
「
章
安
の
涅
槃
経
観
―
と

く
に
涅
槃
経
玄
義
に
お
い
て
―
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
一
九
号
、
一
九

八
五
年
三
月
）

（
12 

）
前
注
（
８
）
の
論
文
に
お
い
て
平
井
博
士
は
『
仏
祖
統
紀
』
に
お
け
る

増
幅
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
（
一
一
〇
―
一
一
一
頁
）。

        

『
続
伝
』
の
「
灌
頂
伝
」
で
は
、「
講
を
廃
し
、
衆
を
散
じ
て
、
足
を
投

じ
た
」
の
は
天
台
智

に
対
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
（
＝
『
仏

祖
統
紀
』）
明
ら
か
に
灌
頂
そ
の
人
に
対
し
て
で
あ
り
、
ま
た
「
深
く
前

作
の
妄
を
悔
い
た
」
と
い
う
の
も
、
前
者
（
＝
『
続
伝
』
の
「
灌
頂
伝
」）

に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

     

②
（『
仏
祖
統
紀
』
が
）『
続
伝
』
の
「
灌
頂
伝
」
と
微
妙
に
違
う
と
こ
ろ
は
、

吉
蔵
が
灌
頂
か
ら
借
り
求
め
た『
義
記
』（
法
華
疏
）が
、
こ
こ
で
は『
法

華
玄
義
』の
よ
う
に
き
わ
め
て
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。ま
た
、借

覧
の
時
期
が
、
前
者
で
は
智

の
生
前
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で

は『
国
清
百
録
』の
い
う
禅
衆
百
余
人
と
智

に
講
説
を
請
う
た
後
、つ

ま
り
、
智

の
死
後
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
『
仏

祖
統
紀
』
の
「
灌
頂
伝
」
に
も
な
か
っ
た
「
旧
疏
を
焚
棄
し
た
」
と
い

う
新
た
な
材
料
を
付
け
加
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
13 

） 
平
井
博
士
が
『
法
華
文
句
』
と
吉
蔵
の
法
華
疏
の
本
文
対
照
を
な
す
に

あ
た
っ
て
最
大
の
指
南
と
し
た
の
が
宝
地
房
証
真
の
『
法
華
疏
私
記
』

56789

①
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で
あ
っ
た
こ
と
は
博
士
自
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
証
真
が
平
井
博
士
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
『
文
句
』
の
著
者
性
ま
で

を
含
む
踏
み
込
ん
だ
文
献
批
判
は
な
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吉
蔵
と
宝
地
房
証
真
」（『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第
四
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
）
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
14 

）『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
第
三
節
「「
維
摩

経
疏
」
と
三
論
師
」
六
四
―
七
一
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
「
日
厳
諍
論
」

を
め
ぐ
っ
て
は
ご
く
最
近
、
黄
瑜
美
氏
に
よ
り
反
論
が
提
示
さ
れ
た
が

（「『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』の
縁
起
分
を
め
ぐ
る「
日
厳
争
論
」に
つ
い
て
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
問

題
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
15 

） 『
国
清
百
録
』の
記
事
を
捏
造
と
見
る
平
井
博
士
の
説
に
対
し
て
は
、池

田
魯
参
教
授
、
大
野
栄
人
博
士
が
疑
義
を
表
明
し
て
い
る
が
具
体
的
反

論
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
前
注
（
１
）
池
田
魯
参
「〈
書
評
〉『
法
華

文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
六

号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）
お
よ
び
大
野
栄
人
「
天
台
文
献
に
み
ら
れ

る
吉
蔵
以
前
の
三
論
教
学
」（
平
井
俊
榮
監
修
『
三
論
教
学
の
研
究
』
春

秋
社
、
一
九
九
〇
年
に
所
収
。
同
書
三
四
一
―
三
四
二
頁
。
な
お
、
こ

の
論
文
は
の
ち
に
大
野
博
士
の『
天
台
止
観
成
立
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、

一
九
九
四
年
に
再
録
さ
れ
た
）
参
照
。

（
16 

）
池
田
教
授
は
こ
の
論
文
の
結
論
と
し
て
、「
と
も
あ
れ
、
湛
然
に
お
い

て
、
吉
蔵
の
「
論
の
宗
」
に
対
す
る
、
天
台
の
「
経
の
宗
」
の
優
位
性

は
不
動
で
あ
る
。『
起
信
論
』
な
ど
の
新
し
い
論
は
勿
論
の
こ
と
、
三
論

や
『
法
華
論
』
な
ど
の
根
本
の
論
の
教
説
で
も
、
そ
の
理
解
に
際
し
て

は
是
々
非
々
の
態
度
で
望
む
の
が
天
台
学
の
伝
統
で
あ
る
が
、そ
の
よ

う
な
批
判
的
な
研
究
態
度
が
湛
然
に
よ
っ
て
正
し
く
継
承
さ
れ
、ど
こ

ま
で
も
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
本
文
の
経
意
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
す
る
天

台
学
の
教
観
相
資
の
綱
格
は
、湛
然
に
よ
っ
て
充
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ

と
を
再
確
認
す
る
の
で
あ
る
」（
三
六
三
―
三
六
四
頁
）
と
述
べ
て
い

る
。

（
17 

）
菅
野
博
士
が
い
わ
れ
る
「
不
当
に
も
冷
遇
さ
れ
て
き
た
吉
蔵
の
復
権
」

が
お
そ
ら
く
は
平
井
博
士
が
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
最
大
の
動
機
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
私
は
思
う
。た
め
に
本
書
の
中
に
は
や
や
強
引
に
過
ぎ

る
記
述
や
い
く
ぶ
ん
過
激
と
も
思
え
る
記
述
が
散
見
さ
れ
、そ
れ
が
後

注
（
19 

）
に
紹
介
す
る
浅
井
圓
道
博
士
の
よ
う
に
「
不
愉
快
」
さ
を
感

じ
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、し
か
し
そ
こ
に

は
平
井
博
士
の
周
到
な
計
算
が
あ
っ
た
の
だ
と
私
に
は
想
像
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
ま
で
過
激
に
主
張
し
な
け
れ
ば
容
易
に
吉
蔵
の
「
復

権
」
は
果
た
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
裏
を
返
せ
ば
そ
れ

だ
け
天
台
教
学
の
影
響
が
圧
倒
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。私
は

本
書
に
見
ら
れ
る
平
井
博
士
の
戦
略
的
論
述
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
。

（
18 

）
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、め
ぼ
し
い
反
論
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
だ
け
本
書
の
完
成
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
よ
う
。

（
19 

）
浅
井
博
士
は
平
井
書
を
評
し
て
、「
氏
は
三
論
の
研
究
家
で
あ
る
ら
し

く
、吉
蔵
を
立
場
と
し
て
灌
頂
の
製
疏
を
批
判
す
る
形
式
を
と
っ
て
お

り
、そ
の
た
め
に
灌
頂
に
対
し
て
不
愉
快
と
さ
え
思
え
る
よ
う
な
言
辞

を
吐
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、し
か
し
灌
頂
が
智

講
述
を
製
疏
し
て

ゆ
く
と
き
の
ど
の
辺
で
吉
蔵
を
参
照
し
た
か
を
秤
に
か
け
る
こ
と
を
、
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時
に
は
怠
り
、
時
に
は
吉
蔵
参
照
箇
所
の
重
大
性
を
強
弁
す
る
嫌
い
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
吉
蔵
参
照
部
分
を
細
大
も

ら
さ
ず
拾
い
出
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
吾
人
に
と
っ
て
は
大
変
参
考
に

な
っ
た
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

（
20 

）
浅
井
博
士
は
吉
蔵
、
智

、
光
宅
寺
法
雲
の
法
華
解
釈
を
次
の
よ
う
に

論
評
し
て
い
る
。「
要
す
る
に
、法
雲
は
分
段
す
る
こ
と
に
血
道
を
挙
げ

て
、
詮
議
は
至
っ
て
少
な
い
。
そ
の
分
科
の
繁
雑
さ
、
他
品
の
分
科
と

の
関
連
の
考
察
が
な
い
等
に
つ
い
て
は
、
法
華
文
句
が
事
毎
に
指
摘
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吉
蔵
は
経
文
所
出
の
要
句
の
解
説
が
多
く
、
ま
た

諸
文
献
を
必
要
に
応
じ
て
よ
く
渉
猟
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
識
見
は
法
雲

を
引
き
離
し
て
天
台
に
近
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
灌
頂
が
よ
っ
て
以
て
参

考
に
供
し
た
心
情
も
わ
か
る
。そ
こ
に
吉
蔵
の
註
釈
の
特
徴
が
あ
る
が
、

し
か
し
法
華
経
の
各
種
の
教
説
に
名
目
を
与
え
、
法
門
と
し
て
活
性
化

し
た
点
で
は
、
天
台
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
」（
傍
線
部
、

筆
者
＝
奥
野
）

（
21 

）
平
井
博
士
は
本
書
第
二
篇
第
四
章
と
し
て
「『
文
句
』
四
種
釈
と
吉
蔵
四

種
釈
義
」
な
る
一
章
を
設
け
、『
法
華
文
句
』
に
見
ら
れ
る
有
名
な
「
因

縁
」「
約
教
」「
本
迹
」「
観
心
」
の
四
種
釈
を
「
経
典
解
釈
法
と
し
て
の

何
ら
の
普
遍
性
も
妥
当
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
」（
二
三
九
頁
）
と

判
じ
、「『
文
句
』
が
吉
蔵
の
『
玄
論
』
や
『
義
疏
』
を
下
敷
き
に
し
て
、

こ
れ
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、

『
文
句
』
の
著
者
は
、
吉
蔵
の
教
学
に
熟
知
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
吉
蔵
の
説
く
「
四
種
釈
」
と
『
文
句
』
の
説
く
「
四
種
釈
」
と

は
、全
く
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
」（
二

四
〇
頁
）
述
べ
て
、
そ
の
関
連
性
を
追
究
し
て
い
る
。

（
22 

） 

但
し
、平
井
博
士
の
論
述
も
す
で
に
本
稿
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に『
法

華
文
句
』
と
吉
蔵
の
法
華
疏
の
全
体
的
依
用
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
帰

納
的
に
敷
衍
し
て
考
え
て
み
れ
ば
『
文
句
』
の
四
種
釈
は
吉
蔵
の
四
種

釈
義
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
示
唆
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
影
響
関
係
を
決
定
的
に
論
証
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
は
平
井
博
士
自
身
が
「
た
だ
し
、『
文
句
』
の
四
種
釈
が
吉
蔵
の
四
種

釈
の
概
念
を
借
り
て
、
こ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
、
全
く
異
っ
た
用
法
の
も

と
に
用
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
確
た
る
証
拠
は
な
い
」（
二
四
七
頁
）と

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
。し
た
が
っ
て
、

両
者
の
目
指
し
た
内
実
に
関
わ
る
詳
し
い
比
較
研
究
は
こ
れ
か
ら
と
い

う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
23 

）
袴
谷
憲
昭
教
授
は
、
こ
う
し
た
「
異
説
包
容
主
義
」「
博
」
と
い
う
性
格

を
も
っ
て
当
時
の
製
疏
の
状
況
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
藤
井
氏
の
見
解

を
批
判
す
る
（
袴
谷
憲
昭
『
本
覚
思
想
批
判
』「
序
論
、
本
覚
思
想
批
判

の
意
義
」
大
蔵
出
版
、
一
九
八
九
年
、
一
七
―
一
九
頁
参
照
）。
智

の

思
想
を
高
く
評
価
す
る
袴
谷
教
授
は
、
天
台
の
著
作
か
ら
灌
頂
が
吉
蔵

疏
か
ら
付
加
し
た
部
分
を
取
り
除
け
ば
、
そ
こ
に
真
の
仏
者
と
し
て
の

智

の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
見
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
24 

）
吉
蔵
の
『
勝
鬘
宝
窟
』
と
慧
遠
『
勝
鬘
義
記
』
と
の
依
用
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
藤
井
氏
の
次
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
藤
井
教
公
「
浄
影
寺

慧
遠
撰『
勝
鬘
義
記
』巻
下
と
吉
蔵『
勝
鬘
宝
窟
』と
の
比
較
対
照
」（『
常

葉
学
園
浜
松
大
学
研
究
論
集
』
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
参
照
。
ま

た
近
時
、
吉
津
宜
英
博
士
も
『
勝
鬘
宝
窟
』
に
お
け
る
『
起
信
論
』
の

引
用
箇
所
は
概
ね
『
勝
鬘
義
記
』
の
そ
れ
を
無
断
で
孫
引
い
て
い
る
こ
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と
を
論
証
さ
れ
て
い
る
（
吉
津
宜
英
「
吉
蔵
の
大
乗
起
信
論
引
用
に
つ

い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二

月
を
参
照
）。

（
25 

）
藤
井
氏
と
は
別
に
菅
野
博
史
博
士
も
吉
蔵
の
『
維
摩
経
義
疏
』
が
何
の

断
り
も
な
く
無
断
で
『
注
維
摩
詰
経
』
を
引
用
・
援
用
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
製
疏
の
あ
り
方
が
当
時
の
一
般
的
手
法
で
あ
っ

た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
菅
野
博
史
「
日
本
に
お
け
る
中
国
法
華
経

疏
の
研
究
に
つ
い
て
」一
九
九
九
年
十
二
月
七
日
付
け
の『
中
外
日
報
』

に
掲
載
、
菅
野
博
史
「
天
台
大
師
智

と
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
法
華
経
観

の
比
較
研
究
（
平
成
一
〇
年
度
〜
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
報
告
書
）」
に
再
録
を
参
照
）。

（
26 

）『
法
華
文
句
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』「
は
し
が
き
」　
―
　 

頁
参
照
。

（
27 

）
林
鳴
宇
『
宋
代
天
台
教
学
の
研
究
―
『
金
光
明
経
』
の
研
究
史
を
中
心

と
し
て
』
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
「
吉
蔵
の
『
金
光
明
経
疏
』」（
山
喜

房
仏
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
な
お
、
林
氏
の
吉
蔵
『
金
光
明

経
疏
』
偽
撰
説
に
対
し
て
、
私
は
拙
稿
「
吉
蔵
撰
『
金
光
明
経
疏
』
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
二
〇

〇
四
年
三
月
）
を
投
じ
て
疑
義
を
呈
し
た
。
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
28 

）
例
え
ば
、
藤
井
氏
が
天
台
の
著
作
に
お
け
る
世
親
の
『
法
華
経
論
』
の

引
用
を
精
査
さ
れ
て
、「
智

在
世
時
代
に
灌
頂
の
聴
記
本
や
修
治
本
が

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』、
智

が
晋
王
廣
の
た
め
に
著
し
た
『
維
摩
経
疏
』
な
ど
に
は
そ
の
引
用
が
少

な
く
、
智

没
後
最
も
遅
く
成
立
し
た
『
法
華
文
句
』
に
な
ぜ
論
の
引

用
が
も
っ
と
も
多
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
な
お
残
る
。
引
用
状
況
だ
け

か
ら
の
憶
測
は
危
険
で
あ
る
が
、
右
の
状
況
か
ら
す
る
と
、『
法
華
経

論
』
は
智
　
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
灌
頂
の
手
に
よ
っ
て
吉
蔵
の

疏
を
指
南
に
し
な
が
ら
引
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
ど

う
し
て
も
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
天
台
に
お
け
る
『
法
華
経
論
』
の
重
視
は
智
　
で
は
な
く
灌
頂
よ

り
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（「
天
台
智

の
『
法
華
経
』
解
釈
―

如
来
蔵
仏
性
思
想
の
視
点
か
ら
―
」勝
呂
信
静
編『
法
華
経
の
思
想
と

展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
九
頁
参
照
。
傍
線
部
＝
奥

野
）
と
述
べ
る
例
な
ど
は
平
井
博
士
の
研
究
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
一
歩

進
め
た
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
29 

）  

今
年
度
の
第
五
十
六
回
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
れ
ば
、菅
野
博
士
は「『
法
華
文
句
』に
お
け
る
注
釈
の
諸
問
題
」

と
題
す
る
発
表
を
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
如
上

の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
た
ご
発
表
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た

私
見
に
よ
れ
ば
、
本
稿
末
尾
に
「
付
録
」
と
し
て
掲
載
し
た
諸
論
文
中
、

花
野
充
道
氏
の
一
連
の
研
究
も
智

と
吉
蔵
の
思
想
的
差
異
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
た
論
文
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
す
べ

き
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
五
年
七
月
十
日
）

【
付
録
】

＊
以
下
に
本
稿
で
触
れ
得
な
か
っ
た
関
連
す
る
諸
論
文
を
列
記
し
て
お
き
た
い

（
五
十
音
順
）

　
①
粟
谷
良
道
「
吉
蔵
撰
『
仁
王
経
疏
』
に
お
け
る
問
題
」（『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

　
②
同
「
吉
蔵
撰
『
金
剛
経
義
疏
』
に
お
け
る
問
題
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

i

ii
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第
三
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

　
③
同
「
天
台
三
諦
説
と
吉
蔵
二
諦
説
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
一
巻

第
一
号
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）

　
④
同
「
天
台
に
お
け
る
仮
の
思
想
―
吉
蔵
と
の
比
較
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
三
二
巻
第
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）

　
⑤
秋
葉
光
寂「『
法
華
玄
義
』釈
名
章
と
吉
蔵
の
法
華
経
疏
経
題
釈
の
比
較
―

因
果
論
を
中
心
に
―
」（『
天
台
学
報
』
第
四
四
号
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）

　
⑥
同
「
法
雲
、
智

、
吉
蔵
の
因
果
観
」（『
天
台
学
報
』
第
四
五
号
、
二
〇

〇
三
年
十
一
月
）

　
⑦
同
「
智

、
吉
蔵
の
権
実
二
智
論
」（『
天
台
学
報
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇

四
年
十
一
月
）

　
⑧
柏
倉
明
裕
「
灌
頂
と
吉
蔵
―
『
法
華
文
句
』
に
み
ら
れ
る
吉
蔵
の
引
用
文

に
つ
い
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
二
巻
第
一
号
、
一
九
九
三

年
一
二
月
）

　
⑨
同
「『
法
華
玄
義
』
に
於
け
る
天
台
教
学
と
『
法
華
玄
論
』
―
教
相
判
釈
を

中
心
に
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
三
巻
第
一
号
、
一
九
九

四
年
一
二
月
）

　
⑩
同
「
智

と
吉
蔵
の
二
諦
義
の
一
断
面
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四

四
巻
第
一
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月
）

　
⑪
河
村
孝
照
「
章
安
の
涅
槃
経
観
―
と
く
に
涅
槃
経
玄
義
に
お
い
て
―
」

（『
東
洋
学
研
究
』
第
一
九
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）

　
⑫
同
「
灌
頂
撰
『
涅
槃
経
玄
義
』
に
お
け
る
「
有
る
人
」
と
は
誰
れ
を
指
す

か
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）

　
⑬
末
光
愛
正
「
吉
蔵
経
典
観
の
背
景
―
天
台
五
時
説
と
の
類
似
」（『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

　
⑭
同
「
吉
蔵
の
頓
漸
説
と
三
車
四
車
説
―
天
台
の
頓
漸
説
と
の
類
似
」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
一
年
一
二
月
）

　
⑮
同「
天
台
五
時
教
判
と
三
論
教
学
」（
平
井
俊
榮
監
修『
三
論
教
学
の
研
究
』

春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
に
所
収
）

　
⑯
同
「
天
台
五
時
教
判
と
三
論
教
学
（
二
）」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第
二
三
号
、
一
九
九
二
年
十
月
）

　
⑰
花
野
充
道
「
智

と
吉
蔵
の
法
華
仏
身
論
の
対
比
」（『
天
台
学
報
』
第
四

二
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

　
⑱
同
「
智

の
仏
身
論
の
素
材
の
検
討
―
『
法
華
文
句
』
の
文
献
的
価
値
に

つ
い
て
―
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
一
四 

号
、
一
九
九
九
年
十
月
）

　
⑲
同
「
智

に
お
け
る
仏
身
論
の
考
察
」（
天
台
大
師
千
四
百
年
遠
忌
記
念

『
天
台
大
師
研
究
』
一
九
九
七
年
に
所
収
）

　
⑳
村
中
祐
生
「
隋
末
唐
初
の
三
論
・
天
台
両
門
流
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
十
巻
第
二
号
、
一
九
六
二
年
三
月
）

　
�
同
「
章
安
尊
者
と
嘉
祥
大
師
（
序
説
）」（『
天
台
学
報
』
第
八
号
、
一
九
六

七
年
一
月
）

　
�
若
杉
見
龍「
智

と
吉
蔵
―
五
百
由
旬
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第
二
九
巻
第
二
号
、
一
九
八
一
年
三 

月
）

　　【
追
記
】

　
　
　
注
（
29 

）
に
記
し
た
今
年
度
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
大
会
に
お

け
る
菅
野
博
史
博
士
の
ご
発
表
は
、「『
法
華
文
句
』
に
お
け
る
四
種
釈
に

つ
い
て
」
と
改
題
さ
れ
て
七
月
二
十
八
日
に
予
定
通
り
に
行
わ
れ
た
。
私

は
今
年
度
は
同
学
会
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
た
め
残
念
な
が
ら
菅
野
博
士

の
ご
発
表
を
直
接
お
聞
き
す
る
機
会
を
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
駒
澤
大
学



一
五
七

天
台
と
三
論
（
奥
野
）

大
学
院
修
士
課
程
の
渡
邊
幸
江
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
博
士
の
発
表
資
料
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
菅
野
博
士
は
本
稿
で
も
触

れ
た
平
井
博
士
の
『
法
華
文
句
』
に
説
か
れ
る
「
四
種
釈
」
と
吉
蔵
の
「
四

種
釈
義
」
の
関
係
に
対
す
る
論
究
を
批
判
し
つ
つ
、『
文
句
』「
四
種
釈
」
の

特
色
に
つ
い
て
吉
蔵
法
華
疏
を
含
め
た
新
た
な
視
点
か
ら
論
じ
て
お
ら
れ

る
。
菅
野
博
士
の
発
表
資
料
を
届
け
て
下
さ
っ
た
渡
邊
氏
に
は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
五
年
八
月
二
十
日
、
記
）
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